
書式第 12号 (法第 28条関係)

令和 4年度  事 業 報 告 書
令和 4年 4月 1日  から 令和 5年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人コミュニテイランドスケープ

1 事業の成果
令和 4年度は、令和 2年度より続くコロナ禍の影響も残り、ひきつづき活動の体止 。中止・廃止による
の選択と集中を行いながら地域に必要とされる事業の継続に努力した。福祉共生まちづくり活動 (社会・

問題の解決を目的とするコミュニティデザイン事業)において、コロナ禍でも運営できる活動・コロ
でも必要とされる活動・コロナ禍から生まれる新たな地域課題を解決する活動をテーマとした。コロ
した閉じこもり高齢者への社会接続対策として、豊島区高齢者福祉行政、高齢者住民が担う介護予
リーダーとの協働により高齢者生活支援コーディネーター活動も2年目を迎え、今年度は、withコ ロ
くりに向けて、高齢者の通いの場づくりと運営支援、高齢者の社会的孤立防止や単身居住に

る見守りの連携や体制づくり、独居高齢者と居場所への接続支援、健康長寿をテーマにまちづくりを先
る住民育成、それらの課題解決に繋がる地域資源の開拓など、豊島区東部圏域 (巣鴨・西巣鴨 。北大塚・
・駒込)及び、豊島区中央圏域 (東池袋 。上池袋)において活動し新たな居場所と新たな担い手
した。以上
2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 3, 200千円)

定款に記載
された

事業名
事 業 内 容 実 施

日 時
実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費

(千円)

社会・環境問題
の解決 を目的 と

す るコ ミュニテ
ィデザイン事業
(福祉共生まち
づくり活動)

地域活性化を先
導する地域活動
者の育成支縁・
コーディネー ト
事業
(福祉共生まち
づくり活動)

高齢者社会の問題解決事
業。福祉共生まちづくりと
して豊島区高齢者生活支援
体制整備の構築。居場所づ
くりによる地域住民のコミ
ュニケーションの活性と高
齢者の社会接続と生活支援
コーディネートする事業

地域住民の健康長寿をテー
マにまちづくりを先導する
地域住民の人材育成する事
業

通年

通年

豊島区巣鴨・

西巣鴨・北大
塚 。南大塚・

駒込
及び、豊島区
中央圏域
法人事務所内
外

豊島区内
法人事務所内
外

2人

2人

近隣住民およ
び高齢者世帯
(不特定多数 )

豊島区住民お
よび高齢者

3000

環境共生 まちづ

くりに関す るメ
ディア事業

(1)ホームページの活用
推進、ホームページの情報
発信性を高め、他の団体及
び広 く世間一般を対象とし
て各種イベント・セミナー

情報等の発信頻度を高め効
率良い活用を実践する。地
域活性化に資する場づくり
の特徴 を活か し、地域情
報、商店会情報等のローカ
ル情報を収集すると共に広
く世間に発信することによ
り、地域及び商店街の活性
化を目指すものとする。

通年 法人事務所内
外

2人 会員、近隣住
民 (不特定多
数)

100



人 所 2人
(不特定
員、 100

当会の活動内容を紹介し、
インターネット等の情
以外の広報手段として
回の発刊を目指すものと

の と2

す

日時 場所
者
文
事
楼
従
メ

事業費
(千円)

載記
た
名

に
れ
業

款
さ
事

定

事業内容

(2)その他の事業 (事業費の総費用3, 600千円)



法人名: 特定井営利沼誨法人コミ■ニティランドスケープ

薔重」LE士隻L」L
令和4年  4月  1日 ～ 令和5年  3月  31日 まで

Q職 :円)
科  目

I経常収益
1.受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費

2受 取寺伸金
受取寄付金

資産受贈益

施設等受入評価益

3.受取助1成と0
受取民間助成金

受取国庫補助金

色

…公的受託事業

総計

義 その儀収法

経常収益針

=経
常費用
1.事業費
(0人体費
給与手当

福利厚生費

人絆費針

0)その他饉臓
印刷製本費

賃貸料
消耗品費

通信運搬費

運営費
図書研究費
その侵饉費叶

事業費計

2.管理費
(1)‥
給与手当

法定福利費

人伸費叶

② その電

印刷製本費

消耗品費

地代家賃等

消耗品費

通信運搬費

雑費

租税公課

支払手数料

わ 伯饉費計

管理費針

経常費用計
当鶏正味財自増油輌
前期繍鶴正味財壼輌

次鋼繰餞正味財慮輌
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法人名: 特定非営利活動法人:コミュ■ティランドスケープ

貸借対照羞
令和5年  3月  31日 現在

(単位:円 )

科  目 金  額
I難 の部
1.瀬 難

現金預金

流山貴凛合針

2.目定賣菫
日定賣壼合十

責壼合十
■負債の都

1.流●負債
流職負債合計

2.口定負債
口定負債合針

負債合針
IE正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
正味財壼合計

負債及び正味財菫合針

3,193,575

3,193,575

0

ｎ
）
　

　

ｎ
）

2,803,855

389,720

3.193.575



法人名: 特定非営利清●法人コミュニティランドスケープ

量産旦量
令和5年  3月 31日現在

(単位 :円 )

籍 日・ ● 要 金  額
1責童の部
1.流動資壼
現金預金

現金

ゆうちょ銀行
PayPay銀行

流疇贅壼合針

2.口定賣壼
固定資菫合十

資壼合針
I負債の部
1.流動負債
流●負債合針
2.目定負債
固定負債合併

負債合計
正味財産

454,540

19,000

2,720,035

3,193,575

0

3,193,575

ｎ

）

3.193.575



腟囲圏塑≧迫盤

重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 2017年 12月最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。
(1) 固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

(2) 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「3.施設の提供等の物的サービスの受
入の内訳」に記載しています。

(3) ボランティアによる役:務の提供
ボランティアによる役務の提供は、「4.活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳」として注記しています。

(4) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理方式によつています。

2.事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下の通りです。

3.施設の提供等の物的サービスの受入れの内訳
施設の提供等の物的サービスの受入れの状況は以下の通りです。

内  容 金  額 算 定 根 拠

4.活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳
活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の状況は以下の通りです。

科  目
福祉共生社会

問題コミュニティ

デザイン事業

環境教育事業
環境共生まち

づくり事業
事郷 冊 管理部門 合針
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I経常収益
1.受取会費

2.受取寄付金

3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益

経常収益掛

肛 経常費用

(1)人件費
給与手当

人件費計

②  そのほ
租税公課

印刷製本費

通信運搬費

地代家賃等

消耗品費

雑費

支払手数料

賃借料

運営費

図書研究費

その中

経常費用針

当聴 佃 菫 1.712劇開 1,72,9“ △ lμ3″陽 田9,7閣

内  容 金  額 算 定 根 拠



5.使途等が制約された寄付等の内訳
使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。当法人の正味財産は (

6.固定資産の増減内訳 1年 目

固定資産の増減は以下の通りです。

6.固定資産の増減内訳 2年 目
固定資産の増減は以下の通りです.

6.固定資産の増減内訳3年目
固定資産の増減は以下の通りです。

7.借入金の増減内訳
借入金の増減は以下の通りです。

8.役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

)円ですが、そのうち( )円 は○○援助事業と○○

内  容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備   考

合 ,「

科  目 期首取得価額 取得 減少 鋼

…

減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬費

無形固定資産

ソフトウエア

投資その他の資産

C基金事業用預金

合  針

科  目 期首取得価額 取得 減少 嘉末取魯僣颯 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬費

無形固定資産

ソフトウエア

投資その他の資産

C基金事業用預金

合  ,「

科  目 期首取得価額 取得 減少 燿末摯得債績 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬費

無形固定資産

ソフトウエア

投資その他の資産

C基金事業用預金

合  針

0

0

0

0

0

0

0

0

科  目 期首残高 当期借入 当期返済 月末繊吉

科 目
財務諾表に計上さ

れた金額
内役員との取引 支配法人との取

972,000

720.000

972,000

720.000

1.002.000 解2.α田
"D.om

給与手当

地代家賃等



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 年間役員名簿

令和 4年 4月 1日  から 令和 5年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人コミュニティランドスケープ

役  名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 桝野光路
令和4年 4月 1日 ～

令和5年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 木崎禎一
令和4年 4月 1日 ～

令和5年 3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 田口隆一
令和4年 4月 1日 ～

令和5年 3月 31日
年 月 日

年 月 日

監事 仲本利子
令和4年 4月 1日 ～

令和5年3月 31日
年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 5年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人コミュニティランドスケープ

氏   名

1 桝野 光路

2 木崎 禎一

3 田口 隆一

4 仲本 利子

5 桝野小百合

6 田中 文雄

7 加藤 忠史

Ｒ

） 山崎みち代

9 道場三位子

10 小木曾 功

11 下田 一正

12


